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令和２年度決算認定　新型コロナ対策を振り返る
ごみ減量化に向けて取り組みます
市政のあり方を問う！
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今月の表紙 ～津山東高校 写真同好会～お便り紹介 ～ご意見にお答えします～

　私たち写真同好会は、一人ひとりが自分の感性
で季節や日常の風景を撮影し、校内に展示してい
ます。その時々の瞬間を形として残せるように
日々の活動を行っています。

　孫がおります。外遊びする施設がないので、いつも
市外に出ています。駐車場完備の公園を作ってほし
いです。
（回答） 子供が外遊びをできる環境の整備は、子育てをしや
すいまちを実現するための重要な一つの要素であると考え
ます。今後も「安心して子供を生み育てられる津山」を目指し
て取組を進めます。（謙）

［ご意見］　60代　男性

　津山に来てみるまで、津山の事は地名ぐらいしか知
りませんでしたが、暮らしてみて、沢山魅力がある事を
知りました。魅力を全国に発信して欲しいです。
（回答） 貴重なご意見ありがとうございました。「灯台下暮ら
し」？ちょっと下手かも！あんなものやこんなもの、新しい情報、
また教えて下さい。(靖)

［ご意見］　40代　女性

令和２年度に取り組んだ新型コロナ
ウイルス感染症対策の総事業費は？
➡ ○○○億８，０００万円

●ハガキで応募

広報調査特別委員会　［委員長］ 吉田耕造　［副委員長］ 勝浦正樹
　　　　　　　　　　［委　員］ 安東伸昭　岡田康弘　岡安謙典　竹内靖人　中村聖二郎　村田隆男

　コロナでゆれたこの１年、２０２２年は寅年です。寅のよ
うに強くコロナに打ち勝ち、何事にも「トラ」イの１年になり
ますように！（謙）

　「みんちゃい」を読んでくださっている方々の声を活かした
紙面づくり。一文字・一文字が持つ力を大切にしなければなり
ませんね。（靖）

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙と植物油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑紙）にご協力ください。

次の２問にご回答ください。

第24回 みんちゃいクイズ

クイズへの参加 ありがとうございます

問
①

ごみを減らす３Ｒは？
➡ リデュースとリユースと○○○
　○○

問
②

正解者の中から抽選でプレゼント

編 集 後 記

●インターネットで応募
右の二次元バーコードを読み取
ると「みんちゃいクイズ応募
フォーム」につながりますので、
必要事項を入力の上応募してく
ださい。

締切は 令和4年3月18日（消印有効）

●A.図書カード（500円） 5名様
●B.あば温泉無料入浴券（5枚） 5名様
当選者の発表はプレゼントの発送をもって
代えさせていただきます。

ハガキに「①答え（2問）　②議会だよりの感想
③議会への意見　④住所　⑤氏名　⑥年齢　
⑦性別　⑧プレゼントの希望（ＡまたはＢ）」をご
記入の上お送りください。

いつもみんちゃいクイズへご参加いただき、
ありがとうございます。
みんちゃいを読んだ感想や議会への意見など、
大変参考にさせていただいています。
これからも、貴重なご意見、お待ちしております。

[宛先] 〒708-8501 津山市山北520
　　　津山市議会事務局あて

クイズ応募状況（過去3回）

ハガキ

27件

25件

24件

101号

102号

103号

ネット

未実施

42件

34件

合 計

27件

67件

58件



議会での声

問 市民を応援するために取り組まれる
本事業の費用対効果に疑問を感じる
が、本事業の目的は？

答 新型コロナウイルスの影響が幅広い範囲に
及んでおり、不便を感じている市民や事業者に
対して、公共料金の負担軽減措置として取り組
むものである。

●水道料金減免事業
住民生活への影響に鑑み、水道料金のうち基本料金を減免

決算額　約１億９，２００万円

令和２年７月提案

公共料金の負担軽減

令和２年８月～１１月検針分のうち基本料
金を減免しました。
対象　延べ８万６，５７９件　
減免総額　１億９，２０６万３，０２５円
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令和２年度決算を認定

新型コロナ対策を振り返る

●小規模事業者緊急支援事業

　１２月定例会の開会日に、９月定例会から継続して審議していた令和２年度会計決算議案を原案のと

おり認定しました。令和２年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大に対する事業が多く展開され、令

和２年度一般会計予算は、９次にわたる補正予算を編成。新型コロナウイルス感染症対策としては、９８

事業に取り組み、総事業費１３９億８，０００万円となりました。

　今回は、新型コロナウイルス対策を市議会はどう審議したのか、令和２年度に行われた議会での質疑

等を通じて、特に津山市独自の対策を一部ピックアップして、振り返ります。

新型コロナウイルス感染拡大による市民への影響を受け、令和２年６月と令和２年１２月に市議会議員
に支給された期末手当をそれぞれ２０％減額しました。

確実な事業継続や事業再起のため小規模事業者へ２０万円を交付

問 市外に事業所を有する方などが支
援を受けられない状況を改善しては？
答 本事業の要件などを見直し、制度の拡充
を次回の補正予算で提案する。

令和２年７月臨時会で補正予算が提案
され、要件などが改められ、より充実した
事業者支援となりました。
結果、２，６５５の事業者に対し交付しま
した。

議会での声

問 商品券で支援するのではなく、
市民に直接現金を給付しては？

答 地域経済の活性化に資する施策が
必要との認識で実施するもの。地域商
品券は、総額６億５，０００万円が市域で
還流することになり、消費の喚起や地域
内の経済循環を促すものと考えている。

決算額 約５億３，２００万円

●議員の期末手当を２０％減額 １，０８９万６，４５２円を減額

減額された予算については、新型コロナウイルス感染症対策に活用するよう要望

令和２年５月提案

●地域商品券発行事業
小売業者支援、個人消費喚起策として地域商品券を５万冊発行

決算額 約１億９，７００万円

令和２年６月提案

相談窓口をアルネに設置

令和２年度に発行された地域商品券の応募用紙

最終的な利用実績は以下のとおりです。
発行数　４万９，２３１冊
換金額　６億３，８73万５，０００円（利用率９９．８％）

議会での声

６月期末手当 １２月期末手当 減額合計

議員一人

議長

副議長

減額後
減額前
減額後
減額前
減額後
減額前

74万8,650円
93万5,812円

89万3,550円
111万6,937円

82万9,150円
103万6,437円

79万1,430円
98万9,287円

94万4,610円
118万762円

87万6,530円
109万5,662円

議員（26人）　
 1,001万494円
議長
 45万9,539円
副議長
 42万6,419円
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ごみの分別はできていますか？

ごみを減らす3Rを知っていますか？ （津山市ごみの分別・出し方ガイドブックより）

正しいごみ出しを心がけましょう！ （津山市ごみの分別・出し方ガイドブックより）

ごみ減量化に向けて取り組みましょう

　１２月定例会に提案された関係予
算の１つ目は、焼却処理能力を超え
ている可燃ごみを持ち出し処理す
るための費用に対する津山市の負
担金として４，４４４万円、２つ目は、
住民や事業者へのごみ減量化、リサ
イクル推進の啓発を行うための経
費に４００万円が計上されました。
　リサイクル推進の啓発は、分別リ
サイクルを推進するテレビ番組の制
作放送、事業系ごみの分別出し方ガ
イドブック配布、啓発看板作成、分別
アプリの導入などが行われます。

　津山圏域資源循環施設組合
（※）が運営する津山圏域クリー
ンセンターにおいて、可燃ごみの
貯留施設の使用率が１７０％を超
える状況となりました。令和３年７
月９日には堆積ごみの一部崩落
により、ごみの投入扉全てを塞ぐ
事態が発生。このことで可燃ごみ
の一部を外部の処理施設に搬出
して処理することとなりました。
　9月定例会の議案説明会でこ
れらの説明を受け、12月定例会
の一般会計補正予算第6次で、ご
み減量化に向けた関係予算が提
案され可決しました。

※ 津山圏域資源循環施設組合・・・ごみ処理施設の維持管理・運営などに関する事務を津山市、鏡野町、勝央町、奈義町、
美咲町が共同で行うために設置した団体

※展開検査・・・ごみ収集車で搬入された可燃ごみに不適合な廃棄物が混ざっていないかを確認する検査

議会での声

問 クリーンセンターの厳しい状況か
ら、市として、ごみ非常事態宣言を出
す必要はないのか？

答 ごみ非常事態宣言は、平成７年当時
の処理施設のひっ迫状況や、新施設建設
の見通しが立たなかったことなどから、ご
みの減量と施設の延命化を図るために
発出したものである。現在（令和３年９
月）、非常事態宣言の必要性はないと考
えている。

問 事業者に対して、事業系ごみの減
量化のお願いをしたようだが、そのほ
か、事業系ごみに対する対策は？

答 ごみ搬入の際、組合が展開検査（※）
を行い、不適物の有無を確認し、発見し
た場合には搬入業者に厳重指導をして
いるが、引き続き展開検査の頻度を上げ
るなど、組合と構成市町が協力して取り
組む。

問 学校給食の残食が年間平均約１０３
トンで、それらを可燃ごみとして、焼却
処分しているが、ＳＤＧｓの観点から
も、再生利用・再資源化に取り組むこ
とはできないか？

答 ＳＤＧｓの観点からも再生利用・再資源
化の重要性は認識している。
　既に実施している他自治体の取組に
ついて、情報収集するなど、今後の課題
としたい。

問 現在のクリーンセンターは平成２８
年から本格稼働が始まり、今に至って
いるが、ごみ増大の原因は？

答 稼働以来、プラ容器包装や古紙類な
どの資源ごみが可燃ごみへ混入している
ことや、粗大ごみの増加が顕著になって
いる。また、プラ容器包装を洗わず可燃
ごみとして出していたり、事業系可燃ご
みへの段ボールの混入、コロナ禍におけ
る巣ごもり需要の影響、さらに世帯数の
増加や生活スタイルの変化、分別意識の
低下など複合的要因が考えられる。

議員から出た関連のある質問と市からの答弁を
９月定例会と１２月定例会から一部紹介します。

領家にある津山圏域クリーンセンター
クリーンセンターの可燃ごみ貯留施設
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問 

経
産
省
に
よ
る
Ｒ
Ｘ

（
地
域
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
の
動
き

を
捉
え
る
な
ど
、
本
市
が

県
北
の
拠
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都
市
と
し
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輝
き
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け
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、
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市
独
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の
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に
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駆
け
て
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答 

Ｄ
Ｘ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

持
続
可
能
性
・
人
材
の
Ｒ

Ｘ
推
進
要
素
は
重
要
な
取

組
で
あ
り
、
こ
の
動
き
を

大
き
な
分
岐
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と
捉
え
取
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組
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た
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問 
既
存
の
学
校
評
議
員
の

意
見
を
よ
く
聞
き
、
地
域

の
情
勢
や
特
性
を
踏
ま
え

た
柔
軟
な
学
校
運
営
協
議

会
を
組
織
す
べ
き
で
は
。

答 

学
校
評
議
員
を
は
じ

め
、
様
々
な
立
場
の
人
々

の
意
見
を
聞
き
、
地
域
の

思
い
を
共
有
し
な
が
ら
組

織
体
制
作
り
を
し
た
い
。

問 

昭
和
53
年
３
月
２
日
に

解
散
し
た
改
良
区
が
な
ぜ

平
成
元
年
５
月
に
企
業
か

ら
１
０
０
万
円
を
徴
収
し

て
い
る
の
か
。

答 

平
成
元
年
の
企
業
と
の

契
約
で
解
散
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
法

人
で
あ
る
改
良
区
の
名
称

で
契
約
行
為
を
行
っ
て
い

る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。

問 

本
来
は
管
理
者
の
都
市

整
備
公
社
と
契
約
す
べ
き

で
は
。

答 

排
水
路
施
設
の
所
有
権

は
都
市
整
備
公
社
が
有
し

て
い
る
こ
と
か
ら
管
理
者

で
あ
る
同
公
社
が
適
当
と

考
え
る
。

問 

改
良
区
の
役
員
に
聞
き

取
り
を
し
た
の
か
。

答 

多
く
の
役
員
が
亡
く
な

ら
れ
て
お
り
、
聞
き
取
り

は
で
き
て
な
い
。

問 

事
案
が
他
に
も
な
い
か

検
証
し
て
は
。

答 

同
様
の
事
例
は
確
認
で

き
て
い
な
い
が
、
土
地
改

良
区
の
会
計
等
の
検
査
を

通
じ
て
関
係
者
か
ら
情
報

を
収
集
し
た
い
。

市政会
岡田康弘

解散した土地改良区の
課題は

未来
政岡哲弘

ＲＸ取組の推進を
Ｒ
Ｘ
推
進

土
地
改
良
区

一
般
質
問

県北の拠点都市として、輝き続けるために！

契約すべきは都市整備公社では？
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※ ○：賛成　×：反対　－：除斥
※ 賛否状況は電子表決システムの記録に基づいて作成しています。
※ 津本辰己議員は議長のため、採決には加わりません。
※ その他の議案等は全員一致で可決、認定、同意となりました。

１１月２９日の採決の様子
（決算議案）

１２月２１日の採決の様子
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行
則

西
野
修
平

中
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二
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中
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完
一

竹
内
靖
人

竹
内
邦
彦

田
口
浩
二

髙
橋
寿
治

近
藤
吉
一
郎

河
本
英
敏

河
村
美
典

金
田
稔
久

勝
浦
正
樹

岡
安
謙
典

岡
田
康
弘

安
東
伸
昭

秋
久
憲
司

第17号

第20号

第23号

第24号

第33号

第36号

報告第5号

認定

認定

認定

認定

認定

可決

承認

19

25

25

25

25

25

26

8

2

2

2

2

2

0

:

:

:

:

:

:

:

議案
番号

議員名

議案名

審議結果

議決結果賛
成
反
対：

令和2年度津山市一般会計
歳入歳出決算

令和2年度津山市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算

令和2年度津山市介護保険
特別会計歳入歳出決算
令和2年度津山市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算

令和2年度津山市水道事業会計決算
及び未処分利益剰余金の処分について
令和3年度津山市一般会計補正予算
（第6次）

市長が専決処分した「損害賠償の額を
定めることについて」について
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採決の様子はこちらをご覧ください
（スマートフォン等で読み取るとYouTubeにつながります）

●あの議員の判断は？　賛否一覧表をご覧ください 

採決を行う前に議案に対する
賛成反対の意見を述べる討論が
行われました。

●私はこう考えます

決算議案に反対する

●見切り発車になるのではないかと反対の立場を示していた地域商社事業について、その後の経
過は、残念ながら予想が当たったとしか言いようがなく、関係決算議案に反対する。

●国保料が高すぎるため、さらなる保険料の引下げが必要であり、国の制度を待つことなく、津山
市独自でも子供保険料均等割の軽減に取り組むべきと考えるが、そうした措置が実施をされてい
ないことから、関係決算議案に反対する。

●介護保険制度について、国の補助率を５割から７割、あるいは８割へ引き上げるべきだと考える
ことから、関係決算議案に反対する。

美見みち子議員　決算議案に対する討論（一部）

補正予算に反対する

●個人情報の漏えいやプライバシーの侵害、ひいては犯罪にもつながりかねない制度であるマイ
ナンバー制度について、一貫して反対してきた立場として、今回計上されている、マイナンバー
カードを利用した、市町村間でがん検診結果の情報連携を行うための、システム改修にかかる電
算委託料に反対する。

中村聖二郎議員　補正予算に対する討論

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

実
施
と
学
校
運
営
協
議
会



●政治家は、お祭りへの寄附や差し入れは禁止されています。 ●政治家は、地域の運動会やスポーツ大会への飲食物の差し入れは禁止されています。

問 

令
和
４
年
度
か
ら
始
ま

る
第
５
次
総
合
計
画
「
後

期
実
施
計
画
」
に
お
い
て
、

佐
良
山
公
民
館
建
て
替
え

事
業
の
位
置
づ
け
は
。

答 

公
民
館
整
備
方
針
に
基

づ
き
、「
後
期
実
施
計
画
」

で
計
画
的
に
事
業
推
進
を

図
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と
考

え
る
。

問 

紙
が
貼
り
付
け
て
あ
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

の
分
別
は
。

答 

簡
単
に
は
が
れ
る
も
の

は
取
り
除
い
て
も
ら
い
た

い
が
、
は
が
れ
に
く
い
も

の
は
そ
の
ま
ま
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
包
装
の
指
定
袋
に
。

問 

可
燃
ご
み
の
収
集
日
間

隔
（
中
１
日
、
中
４
日
）

を
（
中
２
日
、
中
３
日
）

変
更
で
き
な
い
か
。

答 

地
域
に
お
け
る
収
集
を

一
体
的
に
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
実

施
の
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
交
通
空
白
地
対
策
に
つ

い
て

問 

本
市
の
児
童
虐
待
の
通

告
件
数
は
。
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

答 

平
成
30
年
度
２
１
２

件
、
令
和
元
年
度
２
７
８

件
、
令
和
２
年
度
２
５
１

件
。
支
援
が
長
期
間
と
な
っ

て
い
る
困
難
ケ
ー
ス
は
増

え
て
き
て
い
る
。
関
係
機

関
と
連
携
し
た
支
援
を
行

う
と
と
も
に
様
々
な
広
報

媒
体
の
活
用
等
に
よ
り
、
一

層
の
周
知
・
啓
発
に
努
め

て
い
く
。

問 

今
ま
で
と
同
じ
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
改
善
が
期
待
で

き
な
い
。
岡
山
城
や
備
中
国

分
寺
五
重
塔
な
ど
と
同
様

に
、
鶴
山
公
園
の
備
中
櫓
も

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
は
。

答 

津
山
城
跡
は
津
山
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
り
住
民
の
誇

り
。
歴
史
的
・
文
化
的
価

値
を
損
な
わ
な
い
こ
と
な

ど
を
配
慮
し
な
が
ら
、
石

垣
の一
部
を
啓
発
事
業
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て

い
く
た
め
に

◆
子
ど
も
を
尊
重
し
、
理

不
尽
か
ら
守
り
、
主
体
性

を
養
っ
て
い
く
た
め
に

問 

小
中
学
校
将
来
構
想
検

討
委
員
会
の
目
的
は
、
小

規
模
校
統
廃
合
、
小
中
一

貫
校
・
義
務
教
育
学
校
移

行
の
可
能
性
の
検
討
か
。

答 

様
々
な
立
場
の
方
の
意

見
を
も
と
に
、
学
校
統
合

や
小
中
一
貫
校
等
も
含
め
、

様
々
な
体
制
整
備
の
可
能

性
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論

い
た
だ
い
て
い
る
。

問 

小
中
学
校
の
通
学
路
の

安
全
整
備
は
ど
の
程
度
進

ん
だ
の
か
。

答 
平
成
30
年
か
ら
令
和
３

年
ま
で
の
４
年
間
で
、
小

中
学
校
か
ら
道
路
管
理

者
、
交
通
管
理
者
等
へ
の

要
望
は
、
３
８
４
件
４
３

５
か
所
。
そ
の
う
ち
、
安

全
対
策
を
必
要
と
す
る
箇

所
が
約
３
０
０
か
所
あ
っ

た
。
道
路
管
理
者
に
よ
る

防
護
柵
の
設
置
・
路
面
標

示
・
路
肩
着
色
、
交
通
管

理
者
に
よ
る
横
断
歩
道
の

補
修
及
び
新
設
等
の
完
了

件
数
は
約
１
５
０
か
所
。

問 

６
次
補
正
予
算
の
塵
芥

処
理
費
の
内
訳
は
。

答 

住
民
向
け
啓
発
チ
ラ
シ

の
広
報
津
山
へ
の
折
込
み
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用

し
た
啓
発
番
組
の
制
作
と

放
送
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

ア
プ
リ
「
ご
み
分
別
ア
プ

リ
」
を
新
た
に
導
入
す
る
。

問 

農
地
集
積
、
ほ
場
構
造

改
善
へ
向
け
た
積
極
的
な

取
組
は
。

答 

構
造
改
善
事
業
等
を
検

討
し
て
い
る
地
区
に
は
、

職
員
が
出
向
い
て
説
明
、

要
望
を
聞
い
て
い
る
。

問 

学
力
の
新
た
な
目
標
は
。

答 

偏
差
値
（
標
準
ス
コ
ア
）

50
を
超
え
る
こ
と
を
目
指

す
。
家
庭
学
習
を
１
日
１

時
間
以
上
行
う
割
合
を
小

学
校
70
％
以
上
、
中
学
校

75
％
以
上
と
す
る
。
ス
マ

ホ
等
の
使
用
に
つ
い
て
時

間
・
マ
ナ
ー
等
の
家
庭
で

決
め
た
ル
ー
ル
が
あ
る
割

合
を
小
学
校
65
％
以
上
、

中
学
校
60
％
以
上
と
す
る
。

問 

津
山
産
業
・
流
通
セ
ン

タ
ー
、
久
米
産
業
団
地
は
、

ほ
ぼ
完
売
状
況
で
は
。

答 

大
型
区
画
が
完
売
と
な

り
、
１
ha
以
上
の
用
地
対

応
が
困
難
。
早
急
に
新
た

な
産
業
用
地
の
確
保
と
誘

致
活
動
を
推
進
し
た
い
。

問 

整
備
の
絶
対
条
件
は
公

の
土
地
で
、
一
級
国
道
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
隣
接
、

下
水
道
・
光
回
線
の
３
点

が
挙
げ
ら
れ
る
が
。

答 

造
成
環
境
、立
地
環
境
、

公
共
下
水
道
な
ど
事
業
に

必
要
な
イ
ン
フ
ラ
は
選
定

要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
災

害
リ
ス
ク
、
開
発
コ
ス
ト

な
ど
評
価
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
。

問 
産
業
団
地
整
備
は
、
市

と
民
間
企
業
、
県
に
も
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
役
割

分
担
の
整
備
が
必
要
で
は
。

答 

企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
た
官
民
連
携
手
法
は
、

リ
ス
ク
軽
減
と
コ
ス
ト
圧

縮
が
図
ら
れ
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
た
整
備
が
行
え

る
。
他
都
市
の
手
法
を
参

考
に
進
め
た
い
。

問 

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い

て
再
度
需
要
調
査
を
し
、

バ
ス
の
利
用
が
少
な
い
時
間

帯
に
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証

実
験
を
し
て
は
ど
う
か
。

答 

再
度
、
需
要
調
査
を
し

た
上
で
、
デ
マ
ン
ド
型
交

通
に
つ
い
て
様
々
な
手
法

を
研
究
し
て
い
く
。

問 

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
取
組
状
況
と
今

後
の
展
開
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答 

総
床
面
積
を
減
少
さ
せ

る
と
い
う
目
標
に
加
え
維

持
管
理
費
の
減
少
も
目
標

に
追
加
し
た
。
さ
ら
に
、

新
た
な
歳
入
を
得
る
手
法

も
取
り
入
れ
、
未
利
用
財

産
の
利
活
用
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

問 

第
３
期
教
育
振
興
基
本

計
画
の
目
標
値
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
。

答 

そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
題

に
対
応
し
て
、
全
国
や
本

市
の
現
況
値
や
県
の
掲
げ

た
目
標
を
参
考
に
設
定
し

て
い
る
。

津山自由民主倶楽部
吉田耕造

雇用確保と
新産業団地の課題は

ツヤマノチカラ
三浦ひらく

できる限り命を守り
繋いでいくために

ツヤマノチカラ
田口浩二

効率的・効果的で
持続可能な公共交通を！

市民が第一
河村美典

小中学校教育環境の
現状と課題

未来　
髙橋寿治

ごみ減量に向けて
未来
村上祐二

佐良山公民館
（令和４年度耐用年数到達）

市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

9 8

産
業
団
地

補
正
予
算

農
地

教
育

公
共
交
通

公
共
施
設

教
育

児
童
虐
待

公
民
館

環
境
問
題

教
育
環
境

通
学
路

新産業団地整備の考えは？

佐良山公民館の建て替えは？ ごみの減量化にご協力を！

隅切りが施された市道（野介代地内）

観光面でもポジティブな
効果が期待できる



●政治家は、お歳暮やお年賀は禁止されています。 ●政治家は、落成式・開店祝等の花輪は禁止されています。

問 

市
内
路
線
バ
ス
に
非
接

触
型
決
済
を
導
入
す
る
べ

き
で
は
。

答 

ぜ
ひ
導
入
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
検
討
を
指
示

し
て
い
る
。

問 

公
共
交
通
感
染
症
対
策

事
業
の
申
請
状
況
は
。

答 

対
象
と
な
る
全
16
事
業

者
か
ら
申
請
が
あ
り
、
総

額
７
１
４
万
円
を
交
付
し

て
い
る
。

問 

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
本

年
度
か
ら
不
在
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
は
ど
う
な

る
の
か
。

答 

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
専

門
性
を
有
す
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
必
要
に
応
じ
て
対

応
す
る
。

問 

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
津
山
街
づ
く
り
会
社
、

観
光
セ
ン
タ
ー
と
統
合
し

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
図
る
べ

き
で
は
。

答 

そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
目
的

や
担
う
役
割
が
あ
る
た
め
、

連
携
協
力
体
制
強
化
に
努

め
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
工
業
団
地
整
備

問 

新
し
い
変
異
株
が
出
て

く
る
中
で
感
染
予
防
の
た

め
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
重
要
な
切
り
札
と

思
う
が
本
市
の
接
種
体
制

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

２
回
目
の
接
種
が
完
了

し
原
則
８
か
月
が
経
過
し

た
方
の
う
ち
、
18
歳
以
上

の
方
に
つ
い
て
12
月
１
日
か

ら
接
種
を
開
始
し
て
い
る
。

現
在
の
対
象
は
医
療
従
事

者
等
の
方
々
だ
が
、
令
和

４
年
２
月
頃
か
ら
は
医
療

機
関
で
の
個
別
接
種
や
集

団
接
種
で
対
象
と
な
る
高

齢
者
の
方
等
か
ら
順
次
始

め
て
い
く
。

問 

学
校
現
場
で
は
慢
性
的

に
人
手
不
足
の
状
態
に
あ

り
年
度
途
中
か
ら
の
産
休
、

育
休
や
病
休
の
代
員
確
保

も
年
々
困
難
な
状
況
に
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
人
手

不
足
の一
番
の
原
因
は
何
か
。

答 

教
員
の
年
齢
構
成
に
偏

り
が
あ
り
、
20
代
、
30
代

の
若
手
教
員
が
６
割
を
占

め
、
育
休
・
産
休
者
の
増

加
に
伴
う
代
員
の
不
足
に

あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
産
業

問 

五
輪
原
風
力
発
電
で
市

と
し
て
事
業
者
へ
の
指
導

や
助
言
は
ど
う
か
。

答 

地
域
住
民
の
理
解
を
得

て
円
滑
に
事
業
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
引
き
続
き
お
願

い
し
て
い
く
。

問 

不
登
校
の
現
状
と
そ
の

対
策
は
。

答 

不
登
校
者
は
小
中
学
校

合
わ
せ
令
和
元
年
度
が
１

７
５
人
、
令
和
２
年
度
が
１

３
２
人
。
本
年
度
は
中
学

校
で
欠
席
が
増
加
傾
向
で

憂
慮
し
て
い
る
。
対
応
と
し

て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況

や
背
景
に
応
じ
、
学
習
サ

ポ
ー
ト
や
学
校
復
帰
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進

へ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
の
導
入
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
か
。

答 

県
内
自
治
体
で
導
入
が

開
始
さ
れ
て
お
り
、
当
事

者
へ
の
支
援
の
観
点
か
ら

も
研
究
を
進
め
て
い
る
。

問 

和
食
離
れ
が
進
ん
で
い

る
。
学
校
給
食
に
お
け
る

日
本
食
の
現
状
と
認
識
は
。

答 

学
校
給
食
は
週
３
日
が

米
飯
を
主
食
と
す
る
献
立

を
提
供
し
て
お
り
、
行
事

食
や
伝
統
食
等
の
食
文
化

の
継
承
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問 

米
粉
の
普
及
・
活
用
に

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
取
組
は
。

答 

消
費
者
・
加
工
グ
ル
ー

プ
や
学
校
関
係
者
に
対
し
、

新
た
な
活
用
促
進
や
Ｐ
Ｒ

活
動
に
よ
る
米
粉
の
普
及
・

消
費
拡
大
を
検
討
し
た
い
。

問 

人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
津
山
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
つ
い
て
。

答 

４
つ
の
基
本
施
策
。
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
、
競

技
力
の
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化

を
複
合
的
に
取
り
組
み
、

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加
に
つ

な
げ
た
い
。

問 

重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
と
は
、
住
民
が
抱
え

る
課
題
が
複
合
化
す
る
中
、

包
括
的
な
支
援
体
制
の
構

築
を
自
治
体
が
工
夫
し
て

実
施
で
き
る
仕
組
み
だ
が
、

本
市
の
考
え
は
。

答 

地
域
住
民
や
関
係
支
援

機
関
、
各
分
野
の
既
存
の

支
援
体
制
に
つ
い
て
整
理

し
、
本
市
が
持
つ
福
祉
資
源

等
に
適
し
た
体
制
を
他
市
の

取
組
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問 

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
勧
奨
差
し
控
え
で
、

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
の

対
応
と
今
後
の
相
談
支
援

や
医
療
体
制
は
。

答 
国
に
お
い
て
来
年
度
か

ら
の
定
期
接
種
に
向
け
議

論
さ
れ
て
お
り
、
動
向
を

注
視
し
適
切
に
対
応
す
る
。

副
反
応
や
副
作
用
治
療
は

相
談
・
診
療
体
制
が
整
備

さ
れ
、
津
山
市
医
師
会
等

と
連
携
を
図
り
相
談
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

問 

美
術
館
整
備
で
日
本
各

地
の
美
術
館
の
学
芸
員
と

掛
け
合
い
が
で
き
る
学
芸

員
の
選
考
が
必
要
と
思
う

が
、
市
長
の
考
え
は
。

答 

美
術
館
整
備
・
運
営
に

当
た
っ
て
の
学
芸
員
の
役

割
は
同
じ
認
識
で
あ
る
。

私
（
市
長
）
と
し
て
は
提

唱
し
て
い
る
博
物
館
都
市

構
想
を
進
め
て
い
く
上
で

重
要
な
施
設
と
考
え
る
。
一

方
、
財
政
構
造
改
革
プ
ラ

ン
を
進
め
て
お
り
、
ま
ず

は
展
覧
会
を
企
画
し
市
民

の
皆
様
の
関
心
や
効
果
を

把
握
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問 

デ
ジ
タ
ル
美
術
館
と
美

術
館
を
併
用
し
て
は
。
今

す
ぐ
計
画
を
立
案
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
長
の
考
え

は
。

答 

先
進
技
術
の
活
用
に
つ

い
て
は
大
変
示
唆
に
富
む

提
案
と
受
け
止
め
た
。
今

回
の
提
案
も
含
め
検
討
を

継
続
し
、
実
現
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

公明党津山市議団
広谷桂子

誰一人取り残さない街、
津山市を目指して

公明党津山市議団
原行則

ワクチンの
３回目接種を進めよ！

西野修平

津山市の美術館構想は
日本共産党津山市議団
美見みち子

どうする？五輪原風力
発電への指導や助言

緑風会
竹内靖人

避けて通れぬ人口減少
地域づくり・魅力づくり

未来
勝浦正樹

コロナ後を見据え
産業振興策を強化するべき

市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

11 10

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

米
食
の
普
及

ス
ポ
ー
ツ
振
興

美
術
館
構
想

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン
接
種

学
校
現
場
の
課
題

公
共
交
通
感
染
症
対
策

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

風
力
発
電
事
業

不
登
校

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進

豚肉の津山産しょうが炒めの学校給食産業振興策の強化を！

パートナーシップ宣誓制度導入を求める！
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問 

小
中
学
校
の
統
廃
合
、

学
区
の
見
直
し
に
関
し
て

見
解
は
。

答 

近
年
の
人
口
減
少
等
の

状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
９

月
に
津
山
市
小
中
学
校
の

将
来
構
想
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
や
学
校
教
育
の
体

制
整
備
の
方
策
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。
学
校

の
統
廃
合
、
学
区
の
見
直

し
も
含
め
幅
広
い
議
論
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問 

教
職
員
の
配
置
人
数
は

足
り
て
い
る
の
か
。

答 

病
気
休
暇
や
産
前
・
産

後
休
暇
、
育
児
休
暇
等
の

代
員
を
配
置
す
る
の
が
困

難
な
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て

い
る
。

問 

教
員
希
望
者
が
少
な
い

と
聞
く
が
理
由
は
。

答 

受
験
者
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
民
間
企
業
等

の
採
用
状
況
が
好
転
し
て

い
る
こ
と
、
多
忙
な
学
校

現
場
の
現
状
が
各
種
報
道

等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
学
生

が
教
職
を
敬
遠
す
る
傾
向

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
下
水
道
事
業
に
関
し
て

問 

市
の
観
光
地
や
道
路
沿

道
は
ポ
イ
捨
て
ご
み
や
雑

草
が
非
常
に
多
く
見
苦
し

い
光
景
。
ポ
イ
ン
ト
に
よ

り
地
域
商
品
券
等
に
交

換
、
割
引
等
を
行
う
環
境

美
化
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
創
設
は
。

答 

自
発
的
な
活
動
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
か
ら
も
慎

重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

問 

市
内
の
幼
稚
園
な
ど
の

遊
具
の
管
理
点
検
体
制
は
。

答 

公
立
の
幼
稚
園
や
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
全

８
施
設
は
専
門
業
者
の
点
検

を
実
施
し
て
い
る
。

問 
城
東
、
城
下
、
城
西
の

観
光
客
移
動
手
段
で
レ
ト

ロ
風
な
電
動
三
輪
車
、
２

人
乗
り
自
転
車
、
人
力
車

で
回
遊
導
入
を
提
案
す
る
。

答 

費
用
面
、
道
路
状
況
、

活
用
方
法
、
安
全
面
等
を

考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討

す
る
。

問 

曲
辰
の
岡
田
前
代
表

は
、
農
家
を
知
り
、
農
家

と
つ
な
が
り
、
農
家
に
消

費
者
が
求
め
る
も
の
を
伝

え
、
生
産
へ
と
つ
な
げ
て

き
た
。
ま
た
、
穀
物
の
加

工
販
売
の
知
識
を
十
分
に

持
ち
、
今
日
ま
で
事
業
を

発
展
さ
せ
て
き
た
方
で
も

あ
り
、
辞
任
し
た
こ
と
は

大
変
残
念
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
前
代
表
が
、
当
初

計
画
ど
お
り
、
事
業
を
進

め
て
い
た
と
こ
ろ
、
農
業

と
い
う
も
の
は
急
い
で
実

績
を
出
す
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と
を
十
分
理
解
し

て
い
な
い
方
が
、
当
初
計

画
の
変
更
を
強
く
求
め
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
前
代
表

は
辞
任
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
と
考
え
る
が
、
市

長
か
ら
、
部
長
を
通
じ
て

前
代
表
に
計
画
変
更
に
つ

い
て
、
伝
え
ら
れ
て
い
た

の
は
事
実
か
。

答 

お
伝
え
し
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。

市民が第一
村田隆男

幼稚園や学校の
遊具の管理点検！

市民が第一
河本英敏

６月、９月議会での
答弁は何だったのか！

未来
竹内邦彦

小中学校の統廃合、
学区の見直しは

市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

政
治
姿
勢

環
境
対
策

公
園
、
教
育
施
設

観
光
行
政

教
育
行
政

前代表の辞任は大変残念である

か
ね
た
つ

問 

令
和
２
年
３
月
議
会
で

質
問
し
た
城
下
か
ら
奴
通

り
ま
で
抜
け
る
道
路
改
良

工
事
の
構
想
で
、
市
長
は

私
自
身
が
必
要
な
政
策
と

考
え
て
い
る
と
答
弁
し
て

い
る
。
市
長
選
を
前
に
し

て
考
え
は
変
わ
ら
な
い
か
。

答 

本
市
に
と
っ
て
中
心
市

街
地
活
性
化
と
城
下
、
城

東
・
城
西
地
区
の
歴
史
資

産
を
最
大
限
活
用
し
観
光

の
振
興
を
図
る
こ
と
は
重

要
で
、
そ
の
た
め
に
は
地

区
間
の
回
遊
性
や
ア
ク
セ

ス
向
上
を
担
う
道
路
整
備

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問 

以
前
莫
大
な
財
源
が
必

要
だ
が
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
と
尋
ね
る
と
「
財
源

は
こ
れ
か
ら
考
え
る
」
と

答
弁
し
た
。
国
、
県
の
補

助
事
業
名
や
起
債
等
の
名

称
の
答
弁
を
。

答 

都
市
再
生
整
備
事
業
や

防
災
・
安
全
交
付
金
事
業

な
ど
事
業
効
果
の
検
証
に

取
り
組
む
中
で
、
最
も
有

利
な
補
助
事
業
を
活
用
し

た
い
。

問 

津
山
市
の
障
が
い
者
雇

用
は
「
法
定
雇
用
率
を
達

成
」
だ
け
で
な
く
「
障
が

い
者
雇
用
を
継
続
」
し
て

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答 

法
定
雇
用
率
は
上
回
る

見
込
み
だ
っ
た
が
達
成
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き

採
用
に
取
り
組
み
、
障
が

い
の
特
性
に
応
じ
て
安
定

的
に
働
け
る
よ
う
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
。

問 

指
名
委
員
会
で
森
林
資

源
解
析
業
務
の
入
札
が「
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」

で
行
う
と
承
認
さ
れ
、
そ

の
審
査
会
の
結
果
で
、
候

補
者
選
定
が
さ
れ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
、「
競
争
見

積
」
と
し
て
や
り
直
し
と

な
っ
た
。
指
名
委
員
会
の

委
員
長
で
も
あ
る
副
市
長

の
ご
所
見
は
。

答 

指
名
委
員
会
の
責
任
者

だ
が
適
当
な
答
弁
は
な
い
。

私
一
人
が
全
て
を
判
断
し
決

め
て
い
る
訳
で
な
い
。

問 

頑
張
る
学
生
応
援
事
業

業
務
委
託
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
審
査
委
員
会
が
２
回
開

催
さ
れ
た
の
は
。

答 

１
名
欠
席
の
た
め
。

問 

過
半
数
の
出
席
で
成
立

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
。

答 

代
理
出
席
者
が
入
っ
て

い
た
た
め
10
月
１
日
の
審

査
会
を
無
効
と
し
た
。

問 

代
理
出
席
者
を
除
い
て

も
過
半
数
成
立
す
る
が
。

答 

全
体
審
査
に
影
響
し
て

い
る
の
で
、
10
月
７
日
に

再
度
審
査
会
を
行
っ
た
。

問 

審
査
結
果
が
公
表
さ
れ

て
い
る
が
、
決
定
業
者
と

次
点
業
者
の
差
１
点
。
決

定
業
者
が
変
わ
っ
た
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

も
し
変
わ
っ
て
い
た
ら
制

度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
こ

と
に
な
る
の
で
は
。

答 

審
査
の
や
り
直
し
に
つ

い
て
、
十
分
対
応
出
来
て

い
な
か
っ
た
。
反
省
す
べ
き

点
と
受
け
止
め
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て

緑風会
秋久憲司

不都合な事実では？
入札のやり直し！

緑風会
金田稔久

プロポーザル審査
過半数出席で成立なのに？

市民が第一
政岡大介

若者たちが夢を持てる
ような津山市へ

障
が
い
者
雇
用

市
政
運
営

政
治
姿
勢

市
政
運
営

城下の道路改良工事構想を問う！

観光客の回遊性を高めるべき！

●政治家は、入学祝・卒業祝（金銭・物品）は禁止されています。
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あの質問 その後どうなった！？

Q
みんちゃい１００号より（令和２年１２月定例会）

自治体ＤＸの実現に向け、組織横断的に調査研究を行うプロジェクト
チームの設置と推進体制についての進行状況と今後の方針は？

その時の答え

その後の状況

令和３年３月末に「津山市デジタル社会の推進に向け
た取組方針」を定め、暮らし、産業、人の流れ、教育に関
する課題を解決する取組を、基盤整備と併せて推進し
ていくこととした。１０月には副市長を本部長とする、津
山市デジタル社会推進本部を設置し、デジタル社会推
進アドバイザーによる幹部職員研修を実施するなど、
全庁を挙げて取組を加速させている。

１０月に企画財政部長を統括者とする組織横断的な組織として「みらい戦略プロジェク
トチーム」を設置し、市全体の取組方針案のとりまとめを進めている。

幹部職員への研修会の様子

本会議の様子を中継 定例会の日程を議員がお知らせ

自宅で議会の様子を見てみませんか？

市議会の様子を配信しています
　本会議は直接議場で傍聴していただくこともできますが、自宅などで

も、動画共有サービス「ＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ）」で、本会議の様子をリ

アルタイムで見ることができます。また、本会議が開かれている時間に見

ることができなくても、録画中継で、いつでも本会議の様子を見ることが

できます。

　また、本会議の様子以外にも、議会を身近に感じていただくための動画

を、議員自らが企画・出演し配信しています。

　津山市議会のＹｏｕＴｕｂｅチャンネルを通じて、議会の様子を見てみま

せんか？

スマートフォン等で
読み取ると関係ページ
につながります

【公式】 津山市議会
ー市議会スタジオー

問 

障
害
者
福
祉
施
設
の
虐

待
問
題
に
つ
い
て
、
情
報

共
有
の
立
場
か
ら
、
県
か

ら
今
年
度
に
何
ら
か
の
連

絡
は
あ
っ
た
の
か
。

答 

施
設
の
従
業
者
か
ら
利

用
者
へ
の
虐
待
に
関
し
て
、

県
が
行
っ
た
監
査
結
果
及

び
処
分
等
に
つ
い
て
、
10

月
に
県
民
局
を
通
じ
て
情

報
提
供
が
あ
っ
た
。

問 

高
齢
者
福
祉
施
設
の
虐

待
問
題
で
内
部
告
発
の
よ

う
な
形
で
本
市
に
問
題
が

持
ち
込
ま
れ
た
。
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
調
査
、
検

討
し
た
の
か
。

答 

虐
待
の
通
報
を
受
け
た

場
合
は
、
市
は
高
齢
者
虐

待
防
止
法
に
基
づ
き
、
速

や
か
に
事
実
確
認
調
査
を

行
い
県
に
報
告
す
る
。
虐

待
の
事
実
が
認
め
ら
れ
な

く
て
も
、
虐
待
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
の
あ
る
不
適
切

な
ケ
ア
等
が
あ
れ
ば
、
そ

の
改
善
及
び
予
防
策
を
講

じ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
谷
口
市
政
の
基
本
姿
勢

◆「
曲
辰
」

問 

本
市
Ｄ
Ｘ
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
は
。
経
営
面

に
つ
い
て
、
実
行
プ
ラ
ン
へ

の
予
算
付
け
は
出
来
て
い

る
か
。

答 

必
要
な
事
業
に
必
要
な

予
算
措
置
等
し
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
対
応
す

る
。

問 

人
材
面
に
つ
い
て
、
情

報
政
策
課
メ
ン
バ
ー
が
な

ん
と
か
す
る
と
い
う
意
識

の
広
ま
り
は
な
い
か
。

答 

セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

と
ら
わ
れ
て
い
る
側
面
も

あ
り
、
所
属
分
野
に
か
か

わ
ら
ず
、
自
分
の
部
署
で
、

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

い
う
姿
勢
を
持
て
る
よ
う
、

意
識
改
革
に
資
す
る
職
員

研
修
の
実
施
な
ど
を
進
め

て
い
く
。

問 

技
術
面
に
つ
い
て
、
レ

ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
（※

）

の
刷
新
が
で
き
て
い
る
か
。

答 

常
に
新
し
い
情
報
を
収

集
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
シ

ス
テ
ム
の
刷
新
を
行
っ
て
い

る
。

問 

市
長
は
、
田
邑
財
産
区

の
太
陽
光
発
電
施
設
建
設

を
め
ぐ
る
疑
惑
に
関
す
る

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
配
信
元

に
対
し
、
訴
訟
を
提
起
さ

れ
た
が
内
容
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
市

の
土
地
を
使
用
す
る
事
業

な
の
で
、
市
長
に
は
疑
惑

解
消
の
た
め
の
説
明
責
任

が
あ
る
。

答 

訴
訟
継
続
中
の
事
案
な

の
で
、
進
捗
状
況
を
答
弁

す
る
の
は
控
え
る
。
事
実

と
異
な
る
内
容
が
配
信
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま

で
述
べ
て
き
た
と
お
り
で

あ
る
。

問 

小
学
校
の
卒
業
式
の
日

に
ち
が
変
更
に
な
っ
た
と

聞
く
が
理
由
は
。

答 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、

学
級
閉
鎖
を
実
施
し
た
場

合
、
他
学
年
よ
り
授
業
日

数
が
少
な
い
６
年
生
の
授

業
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
他

の
行
事
日
程
を
考
慮
し
、

校
長
会
と
も
協
議
し
、
３

月
22
日
に
変
更
す
る
こ
と

と
し
た
。

ツヤマノチカラ
安東伸昭

津山市ＤＸの取組状況
と今後の方向性

市民が第一
近藤吉一郎

疑惑解消のために
説明責任があるのでは

日本共産党津山市議団
中村聖二郎

市政のあり方を問う！

Ｄ
Ｘ

虐
待
問
題

政
治
姿
勢

卒
業
式
日
程
変
更

福祉施設の虐待問題

か
ね
た
つ

※レガシーシステム・・・最新の技術等を用いた情報システムと対比し、時代遅れとなった古いシステム

デジタルなまちづくりを目指して！
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令和２年度決算認定　新型コロナ対策を振り返る
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⑦～⑭
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今月の表紙 ～津山東高校 写真同好会～お便り紹介 ～ご意見にお答えします～

　私たち写真同好会は、一人ひとりが自分の感性
で季節や日常の風景を撮影し、校内に展示してい
ます。その時々の瞬間を形として残せるように
日々の活動を行っています。

　孫がおります。外遊びする施設がないので、いつも
市外に出ています。駐車場完備の公園を作ってほし
いです。
（回答） 子供が外遊びをできる環境の整備は、子育てをしや
すいまちを実現するための重要な一つの要素であると考え
ます。今後も「安心して子供を生み育てられる津山」を目指し
て取組を進めます。（謙）

［ご意見］　60代　男性

　津山に来てみるまで、津山の事は地名ぐらいしか知
りませんでしたが、暮らしてみて、沢山魅力がある事を
知りました。魅力を全国に発信して欲しいです。
（回答） 貴重なご意見ありがとうございました。「灯台下暮ら
し」？ちょっと下手かも！あんなものやこんなもの、新しい情報、
また教えて下さい。(靖)

［ご意見］　40代　女性

令和２年度に取り組んだ新型コロナ
ウイルス感染症対策の総事業費は？
➡ ○○○億８，０００万円

●ハガキで応募

広報調査特別委員会　［委員長］ 吉田耕造　［副委員長］ 勝浦正樹
　　　　　　　　　　［委　員］ 安東伸昭　岡田康弘　岡安謙典　竹内靖人　中村聖二郎　村田隆男

　コロナでゆれたこの１年、２０２２年は寅年です。寅のよ
うに強くコロナに打ち勝ち、何事にも「トラ」イの１年になり
ますように！（謙）

　「みんちゃい」を読んでくださっている方々の声を活かした
紙面づくり。一文字・一文字が持つ力を大切にしなければなり
ませんね。（靖）

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙と植物油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑紙）にご協力ください。

次の２問にご回答ください。

第24回 みんちゃいクイズ

クイズへの参加 ありがとうございます

問
①

ごみを減らす３Ｒは？
➡ リデュースとリユースと○○○
　○○

問
②

正解者の中から抽選でプレゼント

編 集 後 記

●インターネットで応募
右の二次元バーコードを読み取
ると「みんちゃいクイズ応募
フォーム」につながりますので、
必要事項を入力の上応募してく
ださい。

締切は 令和4年3月18日（消印有効）

●A.図書カード（500円） 5名様
●B.あば温泉無料入浴券（5枚） 5名様
当選者の発表はプレゼントの発送をもって
代えさせていただきます。

ハガキに「①答え（2問）　②議会だよりの感想
③議会への意見　④住所　⑤氏名　⑥年齢　
⑦性別　⑧プレゼントの希望（ＡまたはＢ）」をご
記入の上お送りください。

いつもみんちゃいクイズへご参加いただき、
ありがとうございます。
みんちゃいを読んだ感想や議会への意見など、
大変参考にさせていただいています。
これからも、貴重なご意見、お待ちしております。

[宛先] 〒708-8501 津山市山北520
　　　津山市議会事務局あて

クイズ応募状況（過去3回）

ハガキ

27件

25件

24件

101号

102号

103号

ネット

未実施

42件

34件

合 計

27件

67件

58件




